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はじめに

誰もが良心をもち、誰もが安全・安心を求めているはずなのに、毎日のように不祥事や事故が

繰り返されています。事故防止のために失敗に学ぶことが非常に重要であることは、失敗学に象

徴されるように、社会で広く認識されています。1 つの重大事故の陰には 29 の軽微な事故と 300
の事故には至らないヒヤリとした・ハットしたできごとがあるとされており（ハインリッヒの法

則）、様々な組織で事故防止のために、ヒヤリ・ハットの段階で情報を共有し、対策が講じられて

います。

研究不正においても同様に、報道されるような重大な不正事例、組織内で内々に処理した事例

の陰に、研究不正に至る前の段階で踏みとどまれた事例が多々あると考えられます。重大な研究

不正の事例とその背景を知ることも重要ですが、研究不正に至ることなく踏みとどまれた好事例

において、どのような状況において、どのような思考・会話・助言があり、思いとどまることが

できたのかを知ることは、研究公正のために非常に有用であるはずです。

研究者が研究不正に手を染めてしまう背景には、悪魔のささやきに抗しきれなかった状況、あ

るいは、悪魔がささやいていることにすら気づけなかった状況があると考えられます。研究不正

のヒヤリ・ハット情報を共有することが、悪魔のささやきに気づき、対抗するための一助となる

ことを願ってこの事例集は作成されています。

この事例集では、偶然や幸運によって研究不正（好ましくない研究行為や指針等の違反も含む）

が回避できたものが少なくありません。研修や授業において、事例の詳細と背景・要因をまとめ

た文章に図を添えて配布し、不正行為を思い立った「動機」「機会」「正当化した要因」について

考えてみる、偶然や幸運がなくても予防するためには、どのような心がけや対応策が必要かを話

し合うなど、積極的に活用して頂ければ幸いです。

大切なお願い

失敗に学ぶ際、原因は追究しても責任は追及しないことは非常に重要です。失敗事例を収集す

る際、報告者を一言でも非難すれば、以降、その報告システムは機能しなくなってしまいます。

この事例集では、個人や組織が特定されないよう、可能な限りの配慮をしていますが、もし、報

告者や組織が特定できたとしても、決して非難したり責任を追及したりしないようにお願いしま

す。
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